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 １ 実践事項（②） 

           タイトル：「確かな学力の向上を目指した魅力ある取り組み」 

 ２ 実践内容 

（１） 校内研と連動した指導力向上と授業の工夫改善 

・正確に理解し適切に表現することのできる児童の育成の取り組み（一人一授業） 

・全国学調の分析と結果を踏まえた授業改善 

（２） 個別最適な学びと協働的な学び 

① ICTの活用（タブレットドリル・ロイロノート・プレゼンテーションソフト） 

・資料収集 ・課題発表 ・授業と連動した家庭学習  

② 自治的活動 

・委員会活動 ・環境教育（ライオン美らアクション）  

（３） 視写・音読・共書き 

・教材「うつし丸くん」の活用  ・音読カード  ・「めあて」等を共書き 

（４） そろえる実践 

・翔南っこの約束 ・もくもく清掃 ・あいさつ運動 

 ３ 説明資料（写真、グラフ、図、表など） 

  

４ 成果 

  ・校内研と連動した授業改善を行った結果、児童が自分の考えを伝えることができるようになっ

てきた。 

  ・地域コーディネーターと連携し、地域人材を活用した体験的活動を取り入れた結果、働く喜び

や主体的に学ぼうとする姿勢が育ってきた。 

  ・各教科でのタブレットの活用が、個別最適な学びと協働的な学びにつながった。 

 ５ 課題 

  ・進んであいさつすることができる子を育成する。 

  ・黙想・ベル始業・ベル終了等のそろえる実践を、学校全体で確実に行う。 
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